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丸
山
満
博

 
が
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
ま
す
。

皆
様
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

 
室
は
水
曜
休
診
し
、

土
曜
日
診
療
体
制
と
な
り

　
 
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
四
ヶ

月
の
間
、

診
療

 
け
る
様
頑
張
り
ま
す
。

 
に
立
つ
よ
う
な
研
究
を
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め
て
行

 
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

世
の
中
の
役

　
 
臨
床
と
研
究
、

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
の
は

 
か
ら
、

世
の
中
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

 
は
研
究
室
に
席
を
置
き
、

教
壇
に
立
つ
訳
で
す

 
一
番
苦
手
な
教
科
で
し
た
。

そ
ん
な
私
が
、

今

 
代
に
唯
一
生
化
学
で
赤
点
を
取
っ

て
し
ま
い
、

 
い
う
評
価
が
出
て
い
ま
す
。

実
は
私
、

学
生
時

 
ケ
ー

ト
で
は
「

一
番
わ
か
り
や
す
い
授
業
」

と

 
気
の
遠
く
な
る
様
な
一
日
で
す
が
、

学
内
ア
ン

 
の
後
試
験
、

口
頭
試
問
、

と
学
生
に
と
っ

て
は

 
の
一
分
野
で
す
。

朝
か
ら
夕
方
ま
で
講
義
、

そ

 
で
、

最
近
流
行
り
の
遺
伝
子
治
療
も
、

生
化
学

 
生
化
学
と
は
『

生
命
現
象
を
科
学
す
る
』

学
問

 
化
学
の
講
義
と
実
習
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

 
戸
歯
学
部
で
、

毎
週
水
曜
日
に
、

二
年
生
の
生

 
研
究
で
学
位
を
取
得
し
て
以
来
、

日
本
大
学
松

 
 
五
年
程
前
に
「

歯
周
病
菌
の
抗
体
を
作
る
」

　
重
要
で
す
。

　
診
す
る
事
が
、

健
康
な
お
口
を
保
つ
た
め
に
は

　
ク
等
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受

　
院
で
の
歯
石
除
去
と
、

歯
ブ
ラ
シ
の
テ
ク
ニ
ッ

　
で
あ
る
歯
垢
を
除
去
し
、

定
期
的
に
、

歯
科
医

　
　
日
々
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
で
、

細
菌
の
住
み
家

　
単
に
は
、

除
去
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　
る
部
分
に
、

強
固
に
く
っ

つ
い
て
し
ま
い
、

簡

　
の
根
の
表
面
に
あ
る
、

セ
メ
ン
ト
質
と
呼
ば
れ

　
褐
色
を
し
て
お
り
、

硬
い
の
が
特
徴
で
す
。

歯

　
歯
肉
の
内
側
に
つ
い
て
い
る
歯
石
は
褐
色
や
暗

　
の
付
着
力
が
弱
く
、

除
去
し
や
す
い
で
す
が
、

　
分
に
出
来
る
歯
石
は
、

大
抵
黄
白
色
で
、

歯
と

　
　
お
口
の
中
を
観
察
し
た
時
、

目
に
見
え
る
部

　
歯
肉
に
、

赤
み
や
腫
れ
が
生
じ
ま
す
。

　
や
す
い
環
境
と
な
り
、

歯
石
に
接
触
し
て
い
る

 
の
歯
垢
が
停
滞
す
る
の
で
、

細
菌
の
量
が
増
え

　
で
作
ら
れ
ま
す
。

歯
石
が
あ
る
所
に
は
、

多
量

　
　
歯
石
は
、

目
に
見
え
な
い
歯
肉
の
内
側
に
ま

　
く
の
で
す
。

　
で
、

唾
液
に
よ
り
、

歯
石
が
大
き
く
な
っ

て
い

　
る
歯
垢
の
中
の
細
菌
が
歯
石
を
作
る
き
っ

か
け

　
大
き
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、

お
口
の
中
に
い

　
士
が
く
っ

つ
き
合
う
、

の
繰
り
返
し
で
、

段
々

　
よ
り
石
灰
化
し
ま
す
。

そ
の
石
灰
化
し
た
塊
同

　
塊
が
歯
に
付
き
、

そ
れ
が
二
週
間
程
で
唾
液
に

　
　
歯
石
は
、

歯
垢
（

プ
ラ
ー

ク
）

中
の
細
菌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（

9
号
担
当
　
椙
山
・
犬
塚
）

　
皆
様
に
も
お
好
き
な
お
花
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
が
豊
富
な
事
も
好
き
な
理
由
で
す
。

　
　
　
　
　
目
に
と
ま
り
一
目
惚
れ
。

色
の
種
類

　
　
　
　
　
で
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
大
輪
が

　
犬
塚
　
　
　
【

ラ
ナ
ン
キ
ュ

ラ
ス
】

花
屋
さ
ん

　
　
　
　
　
い
香
り
が
一
面
に
広
が
る
の
も
魅
力
。

　
　
　
　
　
畑
に
胸
キ
ュ

ン
。

風
が
吹
く
と
優
し

　
　
　
　
　
た
旅
先
で
見
た
壮
大
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー

　
椙
山
　
　
　
【

ラ
ベ
ン
ダ
ー
】

た
ま
た
ま
訪
れ

　
　
　
　
　
を
眺
め
る
の
が
大
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　
っ

た
後
、

桜
の
花
び
ら
で
一
杯
の
川

　
　
　
　
　
幸
せ
な
気
持
ち
に
。

一
週
間
程
で
散

　
岩
崎
　
　
　
【

桜
】

満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
る
と

　
　
　
　
　
て
美
し
く
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
や
か
に
し
て
く
れ
る
の
で
、

力
強
く

　
　
　
　
　
で
も
存
在
感
が
あ
り
、

そ
の
場
を
華

　
識
名
　
　
　
【

芍
薬
】

沢
山
の
花
び
ら
で
一
輪

　
　
　
　
　
ら
う
の
が
夢
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
園
を
訪
れ
ま
す
。

百
本
の
バ
ラ
を
も

　
　
　
　
　
は
ピ
ン
ク
。

毎
年
、

母
と
柏
の
バ
ラ

　
飯
野
　
　
　
【

バ
ラ
】

香
り
が
好
き
で
す
。

色

　
　
　
　
　
り
、

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
を
。

リ
ン
ゴ
園
の
娘
の
生
ま
れ
変
わ

　
　
　
　
　
山
梨
の
山
を
歩
い
て
い
て
一
目
惚
れ

　
丸
山
先
生
　
【

カ
ン
パ
ニ
ュ

ラ
】

小
学
生
の
頃

　
　
み
ま
し
た
。

　
　
今
回
は
ス
タ
ッ

フ
に
好
き
な
お
花
を
聞
い
て

　
　
色
と
り
ど
り
の
お
花
が
楽
し
め
る
こ
の
季
節
。

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
生
化
学
教
室

大
学
講
師
の
仕
事

丸
山
歯
科
新
聞
第９号

２０１５ 春

歯
科
雑
誌
を
読
む
勉
強
会

よ
り

私
の
好
き
な
お
花

歯
石
の
話


